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一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
二
九
日
、

東
京
大
空
襲
以
上
の
規
模
の
空
襲
に
よ
っ
て
、

横
浜
の
中
心
市
街
地
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
横
浜
市

域
は
た
び
た
び
空
襲
を
受
け
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
空
襲
を
行
っ
た
の
は
、
周
知
の

通
り
大
型
爆
撃
機
Ｂ
29
で
あ
る
。
一
九
四
四

年
四
月
に
実
戦
配
備
さ
れ
た
ば
か
り
の
、
米

陸
軍
航
空
軍
の
新
鋭
機
で
あ
っ
た
。
米
陸
軍

航
空
軍
は
、
戦
後
一
九
四
七
年
に
陸
軍
か
ら

独
立
し
て
米
空
軍
と
な
る
。

「
超
空
の
要
塞
（
ス
ー
パ
ー
・
フ
ォ
ー
ト

レ
ス
）」
と
も
呼
ば
れ
た
Ｂ
29
は
、
日
本
の

一
般
市
民
を
空
襲
の
災
禍
で
苦
し
め
た
象
徴

で
あ
り
、
一
方
日
本
の
高
射
砲
や
迎
撃
戦
闘

機
で
は
歯
が
立
た
な
い
軍
備
格
差
の
象
徴
と

も
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

巨
体
の
印
象
や
先
入
観
が
、
客
観
的
な
事
実

認
識
を
妨
げ
て
い
る
面
も
あ
る
。
実
は
、
日

本
の
空
襲
に
お
い
て
Ｂ
29
は
三
〇
〇
機
以
上

が
撃
墜
あ
る
い
は
墜
落
し
、
お
よ
そ
三
〇
〇

〇
人
の
搭
乗
員
が
死
亡
あ
る
い
は
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
る
。

米
軍
機
の
墜
落
状
況
に
つ
い
て
は
、
青
森

空
襲
を
記
録
す
る
会
が
詳
細
な
一
覧
を
作
成

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
Ｂ
29
の

搭
乗
員
自
身
が
記
し
た
記
録
が
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
。
た
と
え
ば
、

マ
ー
シ
ャ
ル
『
Ｂ

─

29
日
本
爆
撃
30
回
の
実

録
』（
ネ
コ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
〇
一

年
）
や
、
バ
ー
ン
『
63
年
目
の
攻
撃
目
標
』

（
創
風
社
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
日
本
空
襲
の
実
態
が
米
軍

側
か
ら
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
僚
機
や

親
し
い
友
人
が
撃
墜
さ
れ
て
い
く
の
を
見
送

る
場
面
な
ど
も
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
米
軍
側
か
ら
見
た
戦
争
の
現
実

に
改
め
て
気
づ
く
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

た
の
が
、
昨
年
山
本
博
士
氏
か
ら
当
横
浜
市

史
資
料
室
に
寄
贈
さ
れ
た
Ｂ
29
搭
乗
員
の
資

料
で
あ
っ
た
。
当
室
に
は
、
横
浜
の
空
襲
を

記
録
す
る
会
が
集
め
た
空
襲
関
連
の
資
料
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
軍
兵
士
一

人
一
人
に
ま
つ
わ
る
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ

の
新
た
な
寄
贈
資
料
は
、
米
軍
兵
士
の
眼
か

ら
空
襲
や
戦
争
の
現
実
を
と
ら
え
直
す
た
め

の
格
好
の
材
料
と
な
っ
た
。

横
浜
大
空
襲
で
は
死
者
三
六
五
〇
人
、
負

傷
者
一
万
人
以
上
と
い
う
市
民
の
大
き
な
犠

牲
を
出
し
た
。
そ
の
実
態
は
今
後
も
調
査
を

続
け
て
い
き
た
い
が
、
今
回
は
、
Ｂ
29
の
搭

乗
員
の
資
料
を
通
じ
て
、
米
軍
側
か
ら
見
た

空
襲
の
実
際
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ｂ
29
の
実
戦
配
備

Ｂ
29
は
、
当
初
イ
ン
ド
か
ら
中
国
成
都
に

配
備
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
が

次
々
と
陥
落
す
る
と
、
米
軍
は
直
ち
に
基

地
・
飛
行
場
を
整
備
し
、
一
〇
月
か
ら
年
末

に
か
け
て
Ｂ
29
が
配
備
さ
れ
て
い
く
。
マ
リ

ア
ナ
諸
島
は
、
Ｂ
29
が
東
京
を
含
む
本
土
を

直
接
爆
撃
す
る
こ
と
が
可
能
な
距
離
に
位
置

し
て
い
た
。
マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら
本
土
に
対

す
る
最
初
の
爆
撃
は
、
一
九
四
四
年
一
一
月
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●B29搭乗員の資料

二
四
日
の
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
の
空
襲

で
あ
っ
た
。

マ
リ
ア
ナ
基
地
に
配
備
さ
れ
た
Ｂ
29
の
部

隊
は
、
第
二
一
爆
撃
機
集
団
（
軍
団
と
も
い

う
）
で
あ
っ
た
。
成
都
の
部
隊
が
第
20
爆
撃

機
集
団
で
、
共
に
第
二
〇
航
空
軍
に
属
し
て

い
た
。
成
都
か
ら
マ
リ
ア
ナ
に
拠
点
が
移
さ

れ
て
、
四
五
年
七
月
か
ら
は
第
二
一
爆
撃
機

集
団
が
第
二
〇
航
空
軍
と
な
る
。

マ
リ
ア
ナ
基
地
は
、
サ
イ
パ
ン
島
・
グ
ア

ム
島
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
、
テ
ニ
ア
ン
島

に
西
と
北
の
二
つ
、
あ
わ
せ
て
四
つ
の
飛
行

場
が
あ
っ
た
。
各
飛
行
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
爆

撃
団
（
航
空
団
と
も
い
う
）
が
配
置
さ
れ
て

い
た
。
各
爆
撃
団
の
麾
下
に
は
四
つ
の
爆
撃

群
（
航
空
群
と
も
い
う
）
が
あ
り
、
各
爆
撃

群
は
通
常
三
つ
の
爆
撃
隊
か
ら
な
っ
て
い
た
。

実
際
の
爆
撃
任
務
で
は
、
爆
撃
団
ご
と
に
平

均
弾
着
点
と
い
う
攻
撃
目
標
地
点
が
与
え
ら

れ
る
。

搭
乗
員
キ
ン
グ
・
マ
ー
テ
ィ
ン

山
本
博
士
氏
の
寄
贈
資
料
は
、
テ
ニ
ア
ン

北
飛
行
場
に
配
置
さ
れ
て
い
た
第
三
一
三
爆

撃
団
第
五
〇
四
爆
撃
群
第
四
二
一
爆
撃
隊
に

所
属
し
て
い
たBeverly K

ing M
artin

元
中

尉
の
資
料
で
あ
る
。
航
空
機
関
士
と
し
て
主

にM
iss SU

SU

と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
Ｂ

29
に
搭
乗
し
、
東
京
大
空
襲
・
横
浜
大
空
襲

を
は
じ
め
三
五
回
の
任
務
に
参
加
し
た
。
通

常
、
Ｂ
29
の
搭
乗
員
は
三
五
回
の
任
務
を
果

た
す
と
（
一
時
的
に
三
〇
回
の
時
も
あ
っ
た
）、

本
国
帰
還
が
許
さ
れ
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
の
場

合
は
、テ
ニ
ア
ン
島
で
戦
争
の
終
結
を
迎
え
た
。

お
そ
ら
く
マ
ー
テ
ィ
ン
自
身
が
記
し
た
と

思
わ
れ
る
メ
モ
を
写
し
た
写
真
が
、
資
料
中

に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
九
四

五
年
一
月
一
六
日
に
硫
黄
島
、
同
二
一
日
に

ト
ラ
ッ
ク
島
、
そ
し
て
三
月
四
日
に
東
京
に

出
撃
し
て
い
る
。
そ
の
後
八
月
一
四
日
ま
で

の
間
に
、
月
に
五
回
か
ら
八
回
出
撃
し
、
六

月
だ
け
が
一
度
の
出
撃
で
終
わ
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
命
を
か
け
た
任
務
と
し
て
は
、

過
酷
な
出
撃
頻
度
と
い
え
よ
う
。
搭
乗
員
た

ち
は
、
出
撃
回
数
を
指
折
り
数
え
て
、
三
五

回
目
ま
で
の
無
事
帰
投
を
祈
っ
た
。

八
月
一
四
日
最
後
の
出
撃
先
は
舞
鶴
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
舞
鶴
港
へ
の
機
雷
投
下

任
務
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
メ
モ

に
は
九
月
二
日
に
東
京
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
推
測
に
と
ど
ま
る
が
、
九
月
二
日
東

京
湾
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
艦
上
で
行
わ
れ
た
降

伏
文
書
調
印
式
の
際
、
Ｂ
29
の
編
隊
が
上
空

を
飛
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
参
加
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
マ
ー
テ
ィ
ン
は
、
九
月
に
三
機
の

Ｂ
29
が
試
み
た
日
本
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で

の
無
着
陸
飛
行
と
い
う
特
別
任
務
に
つ
き
、

帰
国
を
果
た
し
て
い
る
。

ミ
ス
・
ス
ス
と
第
五
〇
四
爆
撃
群

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
資
料
は
、
時
計
・
計

算
機
・
バ
ッ
グ
や
部
隊
の
ワ
ッ
ペ
ン
な
ど
搭

乗
員
の
装
備
品
に
加
え
、
搭
乗
員
た
ち
の
写

真
や
爆
撃
時
の
航
空
写
真
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
先
の
特
別
任
務
に

関
す
る
マ
ー
テ
ィ
ン
の
書
簡
や
、
ウ
ェ
ブ
上

の
ミ
ス
・
ス
ス
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し

た
も
の
な
ど
も
参
考
資
料
と
し
て
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
手
が
か
り
に
、
搭

乗
機
ミ
ス
・
ス
ス
と
第
五
〇
四
爆
撃
群
、
そ

し
て
横
浜
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
こ
う
。

な
お
、
現
状
で
は
詳
細
に
つ
い
て
ウ
ェ
ブ

上
の
情
報
以
外
に
資

料
の
な
い
も
の
も
あ

り
、
以
下
の
記
述
に

推
測
が
混
じ
る
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
お
断

り
し
て
お
き
た
い
。

Ｂ
29
の
搭
乗
員
は
、

機
長
を
中
心
に
操
縦

士
・
航
法
士
・
爆
撃

手
・
航
空
機
関
士
・

通
信
士
・
レ
ー
ダ
ー

士
・
射
撃
手
と
い
う

構
成
で
、
通
常
は
一
一
人
だ
っ
た
。
射
撃
手

は
、
左
・
右
・
尾
部
と
中
央
火
器
管
制
の
四

人
が
搭
乗
し
て
い
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
が
所
属

し
て
い
た
ク
ル
ー
の
機
長
は
ヘ
イ
ル
少
佐
で
、

爆
撃
隊
の
隊
長
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
搭
乗

機
の
尾
部
に
は
隊
長
機
を
示
す
ス
ト
ラ
イ
プ

と
、
垂
直
尾
翼
に
第
五
〇
四
爆
撃
群
を
示
す

円
の
な
か
に
Ｅ
の
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
て
い
た
。

愛
称
の
ミ
ス
・
ス
ス
は
、
ヘ
イ
ル
の
孫
娘

ス
ー
ザ
ン
・
ヘ
イ
ル
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、

そ
の
姿
が
腹
ば
い
に
な
っ
た
裸
の
赤
ん
坊
の

絵
と
し
て
、
機
首
近
く
の
胴
体
横
に
描
か
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
ノ
ー
ズ
・
ア
ー
ト
は
爆

撃
機
に
限
ら
ず
戦
闘
機
な
ど
様
々
な
軍
用
機

に
描
か
れ
、
無
事
に
任
務
を
終
え
て
戻
れ
る

と
い
う
幸
運
の
印
し
・
マ
ス
コ
ッ
ト
で
あ
り
、

機
の
愛
称
と
も
な
っ
た
。

ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー

通
常
、
搭
乗
機
は
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
一
一
人
の
搭
乗
員
の
メ
ン

バ
ー
は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
お
り
、
機
長
の
名

を
取
っ
て
「
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
」
な
ど
と
呼

ば
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ク
ル
ー
に
は
ク

ル
ー
番
号
が
付
け
ら
れ
、
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー

の
場
合
は
六
九
番
だ
っ
た
よ
う
だ
。
一
般
に

は
、
こ
の
ク
ル
ー
単
位
で
出
撃
を
命
じ
ら
れ
、

搭
乗
機
も
任
務
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
っ
た
。

ウ
ェ
ブ
上
に
は
、
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
の
右

舷
射
手
だ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー

の
証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
は
一
九
四
四
年
に
ネ

ブ
ラ
ス
カ
州
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
で
訓
練
を
行
い
、

同
年
一
二
月
三
一
日
に
テ
ニ
ア
ン
島
に
移
動

し
、
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
は
三
五
回
の
任
務
に
出

撃
し
た
と
い
う
。

第
五
〇
四
爆
撃
群
の
三
つ
の
爆
撃
隊
の
内

第
三
九
三
爆
撃
隊
は
、
特
別
な
任
務
で
米
本

国
に
配
置
換
え
さ
れ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
第

五
〇
四
爆
撃
群
は
二
爆
撃
隊
で
任
務
に
就
い

て
い
た
。
第
三
九
三
爆
撃
隊
は
、
日
本
に
原

子
爆
弾
を
投
下
す
る
た
め
に
編
成
さ
れ
た
第

五
〇
九
爆
撃
群
の
中
核
部
隊
と
な
っ
た
。

三
月
末
か
ら
、
第
五
〇
四
爆
撃
群
は
第
三

一
三
爆
撃
団
の
一
員
と
し
て
、
日
本
の
港
湾

や
航
路
を
封
鎖
す
る
た
め
の
機
雷
投
下
作
戦

（「
飢
餓
作
戦
」）
に
参
加
し
た
。
や
が
て
六

月
に
な
っ
て
第
六
八
〇
爆
撃
隊
が
加
わ
っ
て
、

通
常
の
三
爆
撃
隊
の
編
成
に
戻
っ
た
。

ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
の
搭
乗
機
は
、
期
日
は

わ
か
ら
な
い
が
大
阪
を
爆
撃
し
た
際
（
そ
の

激
し
さ
か
ら
三
月
一
四
日
か
）、火
災
に
よ
る

激
し
い
上
昇
気
流
の
圧
力
で
機
体
に
深
刻
な

損
傷
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
機
体

が
与
え
ら
れ
、
そ
の
際
に
隊
長
機
に
指
名
さ

れ
た
と
い
う
。

最
悪
の
経
験

続
い
て
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
は
、
横
浜
で
の
最

悪
の
経
験
を
語
っ
て
い
る
。
五
月
二
九
日
の

横
浜
空
襲
の
際
、
第
五
〇
四
爆
撃
群
が
属
す

る
第
三
一
三
爆
撃
団
は
、
平
均
弾
着
点
〇
七

七
一
一
〇
の
爆
撃
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
目

標
地
点
は
、
東
神
奈
川
駅
に
当
た
る
。
部
隊

の
半
数
は
Ｍ
47
、
半
数
は
Ｍ
69
を
搭
載
し
た
。

な
お
、
昨
年
、
神
奈
川
区
子
安
の
工
事
現

場
か
ら
焼
夷
弾
数
発
が
出
て
来
た
が
、
大
型

の
Ｍ
47
ら
し
い
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当

市
史
資
料
室
で
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。

キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
に
よ
る
と
目
標
上
空
に
到

達
し
た
頃
に
は
、
対
空
砲
火
が
非
常
に
激
し

く
な
り
、
左
翼
の
燃
料
タ
ン
ク
に
命
中
し
た
。

航
空
機
関
士
の
マ
ー
テ
ィ
ン
は
直
ぐ
に
、
燃

料
を
他
の
タ
ン
ク
に
移
す
処
置
を
と
っ
た
。

持
ち
直
し
て
爆
撃
態
勢
に
入
っ
た
と
き
、
同

じ
第
四
二
一
爆
撃
隊
の
ウ
ォ
ー
ド
機
が
エ
ン

ジ
ン
に
高
射
砲
の
直
撃
を
受
け
、
エ
ン
ジ
ン

が
吹
き
飛
ん
だ
。
ウ
ォ
ー
ド
機
は
、
旋
回
し

な
が
ら
降
下
し
て
い
き
、
搭
乗
員
の
脱
出
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
戦
後
に

な
っ
て
、
千
葉
県
大
多
喜
町
に
墜
落
し
、
搭

乗
員
全
員
が
拘
束
さ
れ
て
捕
虜
収
容
所
に
収

容
さ
れ
、無
事
帰
国
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

一
方
、
同
じ
第
五
〇
四
爆
撃
群
の
第
三
九

八
爆
撃
隊
に
属
す
る
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル
機
も
、

こ
の
日
高
射
砲
に
よ
っ
て
撃
墜
さ
れ
た
が
、

千
葉
県
木
更
津
上
空
で
空
中
爆
発
し
て
全
員

が
死
亡
し
た
。
こ
の
機
に
は
、
第
五
〇
四
爆

撃
群
指
揮
官
の
コ
ナ
リ
ー
大
佐
が
観
測
者
と

し
て
搭
乗
し
て
い
た
と
い
う
。

ミ
ス
・
ス
ス
の
最
後

五
月
二
九
日
の
横
浜
空
襲
で
は
、
計
七
機

が
未
帰
還
と
な
り
、
ウ
ォ
ー
ド
機
の
全
員
生

存
と
、
海
上
に
不
時
着
水
し
た
二
機
の
内
一

〇
人
が
救
出
さ
れ
た
他
は
、
全
員
死
亡
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
の
空
襲
で
墜
落
し
た
Ｂ
29

の
搭
乗
員
は
、
生
存
し
て
い
て
拘
束
さ
れ
て

も
、
捕
虜
で
は
な
く
無
差
別
爆
撃
の
犯
罪
者

と
し
て
処
刑
さ
れ
た
り
、
収
容
さ
れ
た
刑
務

所
な
ど
が
空
襲
を
受
け
て
死
亡
す
る
と
い
っ

た
例
も
あ
り
、
そ
の
生
存
率
は
高
く
な
い
。

横
浜
大
空
襲
に
お
け
る
Ｂ
29
の
出
撃
機
数
は

五
一
七
機
な
の
で
損
失
率
は
低
い
が
、
内
一

六
九
機
が
被
弾
し
て
損
傷
を
受
け
て
い
た
と

い
う
か
ら
そ
の
損
傷
率
は
低
く
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
高
射
砲
の
被
害
を
受
け
た
ヘ

イ
ル
・
ク
ル
ー
の
機
は
、
燃
料
漏
れ
を
起
こ

し
な
が
ら
も
何
と
か
テ
ニ
ア
ン
に
帰
投
し
た
。

そ
の
間
、
Ｐ
51
の
一
機
、
メ
リ
ー
・
ジ
ー
ン

Ⅱ
が
硫
黄
島
ま
で
並
ん
で
飛
行
し
、
見
守
っ

て
く
れ
た
と
い
う
。
基
地
に
戻
っ
て
か
ら
機

体
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
百
ヶ
所
以
上
の
穴

が
空
い
て
い
た
。
機
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た

タ
イ
ヤ
や
銃
座
と
シ
ー
ト
、
そ
し
て
プ
ロ
ペ

ラ
に
損
傷
が
見
ら
れ
た
。
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
に

よ
れ
ば
、
機
内
で
爆
発
し
な
か
っ
た
の
が
幸

い
だ
っ
た
と
い
う
。

機
体
は
深
刻
な
損
傷
を
受
け
た
が
、
整
備

員
た
ち
が
新
し
い
Ｂ
29
の
よ
う
に
修
復
し
、

新
し
い
乗
員
が
配
属
さ
れ
て
、
彼
ら
は
そ
の

機
の
愛
称
を
フ
ラ
イ
ン
グ
・
パ
ッ
チ
ズ
と
名

付
け
た
。
ミ
ス
・
ス
ス
は
テ
ニ
ア
ン
で
の
離

陸
失
敗
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
最
後
を
迎
え

た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
新
し
い

別
の
ミ
ス
・
ス
ス
の
機
体
が
与
え
ら
れ
た
の

か
、
事
情
は
定
か
で
は
な
い
。
テ
ニ
ア
ン
の

離
陸
失
敗
は
、
七
月
三
日
に
記
録
が
あ
る
。

六
月
以
降
も
、
マ
ー
テ
ィ
ン
や
キ
ャ
シ

デ
ィ
ー
は
任
務
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
回

を
全
う
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
ー
テ
ィ
ン

の
出
撃
で
六
月
が
一
回
の
み
と
い
う
の
は
、

五
月
二
九
日
の
機
体
損
傷
と
関
連
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
ミ
ス
・
ス
ス
は
一
八

回
の
任
務
で
終
わ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
三
五

回
の
内
相
当
数
は
別
の
機
体
で
出
撃
し
た
こ

と
に
な
る
。

な
お
、
第
五
〇
四
爆
撃
群
は
、
先
に
述
べ

た
機
雷
投
下
の
飢
餓
作
戦
と
横
浜
大
空
襲
に

よ
っ
て
、
殊
勲
部
隊
章
を
授
与
さ
れ
た
。

�
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●B29搭乗員の資料

二
四
日
の
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
の
空
襲

で
あ
っ
た
。

マ
リ
ア
ナ
基
地
に
配
備
さ
れ
た
Ｂ
29
の
部

隊
は
、
第
二
一
爆
撃
機
集
団
（
軍
団
と
も
い

う
）
で
あ
っ
た
。
成
都
の
部
隊
が
第
20
爆
撃

機
集
団
で
、
共
に
第
二
〇
航
空
軍
に
属
し
て

い
た
。
成
都
か
ら
マ
リ
ア
ナ
に
拠
点
が
移
さ

れ
て
、
四
五
年
七
月
か
ら
は
第
二
一
爆
撃
機

集
団
が
第
二
〇
航
空
軍
と
な
る
。

マ
リ
ア
ナ
基
地
は
、
サ
イ
パ
ン
島
・
グ
ア

ム
島
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
、
テ
ニ
ア
ン
島

に
西
と
北
の
二
つ
、
あ
わ
せ
て
四
つ
の
飛
行

場
が
あ
っ
た
。
各
飛
行
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
爆

撃
団
（
航
空
団
と
も
い
う
）
が
配
置
さ
れ
て

い
た
。
各
爆
撃
団
の
麾
下
に
は
四
つ
の
爆
撃

群
（
航
空
群
と
も
い
う
）
が
あ
り
、
各
爆
撃

群
は
通
常
三
つ
の
爆
撃
隊
か
ら
な
っ
て
い
た
。

実
際
の
爆
撃
任
務
で
は
、
爆
撃
団
ご
と
に
平

均
弾
着
点
と
い
う
攻
撃
目
標
地
点
が
与
え
ら

れ
る
。

搭
乗
員
キ
ン
グ
・
マ
ー
テ
ィ
ン

山
本
博
士
氏
の
寄
贈
資
料
は
、
テ
ニ
ア
ン

北
飛
行
場
に
配
置
さ
れ
て
い
た
第
三
一
三
爆

撃
団
第
五
〇
四
爆
撃
群
第
四
二
一
爆
撃
隊
に

所
属
し
て
い
たBeverly K

ing M
artin

元
中

尉
の
資
料
で
あ
る
。
航
空
機
関
士
と
し
て
主

にM
iss SU

SU

と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
Ｂ

29
に
搭
乗
し
、
東
京
大
空
襲
・
横
浜
大
空
襲

を
は
じ
め
三
五
回
の
任
務
に
参
加
し
た
。
通

常
、
Ｂ
29
の
搭
乗
員
は
三
五
回
の
任
務
を
果

た
す
と
（
一
時
的
に
三
〇
回
の
時
も
あ
っ
た
）、

本
国
帰
還
が
許
さ
れ
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
の
場

合
は
、テ
ニ
ア
ン
島
で
戦
争
の
終
結
を
迎
え
た
。

お
そ
ら
く
マ
ー
テ
ィ
ン
自
身
が
記
し
た
と

思
わ
れ
る
メ
モ
を
写
し
た
写
真
が
、
資
料
中

に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
九
四

五
年
一
月
一
六
日
に
硫
黄
島
、
同
二
一
日
に

ト
ラ
ッ
ク
島
、
そ
し
て
三
月
四
日
に
東
京
に

出
撃
し
て
い
る
。
そ
の
後
八
月
一
四
日
ま
で

の
間
に
、
月
に
五
回
か
ら
八
回
出
撃
し
、
六

月
だ
け
が
一
度
の
出
撃
で
終
わ
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
命
を
か
け
た
任
務
と
し
て
は
、

過
酷
な
出
撃
頻
度
と
い
え
よ
う
。
搭
乗
員
た

ち
は
、
出
撃
回
数
を
指
折
り
数
え
て
、
三
五

回
目
ま
で
の
無
事
帰
投
を
祈
っ
た
。

八
月
一
四
日
最
後
の
出
撃
先
は
舞
鶴
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
舞
鶴
港
へ
の
機
雷
投
下

任
務
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
メ
モ

に
は
九
月
二
日
に
東
京
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
推
測
に
と
ど
ま
る
が
、
九
月
二
日
東

京
湾
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
艦
上
で
行
わ
れ
た
降

伏
文
書
調
印
式
の
際
、
Ｂ
29
の
編
隊
が
上
空

を
飛
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
参
加
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
マ
ー
テ
ィ
ン
は
、
九
月
に
三
機
の

Ｂ
29
が
試
み
た
日
本
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で

の
無
着
陸
飛
行
と
い
う
特
別
任
務
に
つ
き
、

帰
国
を
果
た
し
て
い
る
。

ミ
ス
・
ス
ス
と
第
五
〇
四
爆
撃
群

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
資
料
は
、
時
計
・
計

算
機
・
バ
ッ
グ
や
部
隊
の
ワ
ッ
ペ
ン
な
ど
搭

乗
員
の
装
備
品
に
加
え
、
搭
乗
員
た
ち
の
写

真
や
爆
撃
時
の
航
空
写
真
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
先
の
特
別
任
務
に

関
す
る
マ
ー
テ
ィ
ン
の
書
簡
や
、
ウ
ェ
ブ
上

の
ミ
ス
・
ス
ス
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し

た
も
の
な
ど
も
参
考
資
料
と
し
て
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
手
が
か
り
に
、
搭

乗
機
ミ
ス
・
ス
ス
と
第
五
〇
四
爆
撃
群
、
そ

し
て
横
浜
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
こ
う
。

な
お
、
現
状
で
は
詳
細
に
つ
い
て
ウ
ェ
ブ

上
の
情
報
以
外
に
資

料
の
な
い
も
の
も
あ

り
、
以
下
の
記
述
に

推
測
が
混
じ
る
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
お
断

り
し
て
お
き
た
い
。

Ｂ
29
の
搭
乗
員
は
、

機
長
を
中
心
に
操
縦

士
・
航
法
士
・
爆
撃

手
・
航
空
機
関
士
・

通
信
士
・
レ
ー
ダ
ー

士
・
射
撃
手
と
い
う

構
成
で
、
通
常
は
一
一
人
だ
っ
た
。
射
撃
手

は
、
左
・
右
・
尾
部
と
中
央
火
器
管
制
の
四

人
が
搭
乗
し
て
い
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
が
所
属

し
て
い
た
ク
ル
ー
の
機
長
は
ヘ
イ
ル
少
佐
で
、

爆
撃
隊
の
隊
長
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
搭
乗

機
の
尾
部
に
は
隊
長
機
を
示
す
ス
ト
ラ
イ
プ

と
、
垂
直
尾
翼
に
第
五
〇
四
爆
撃
群
を
示
す

円
の
な
か
に
Ｅ
の
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
て
い
た
。

愛
称
の
ミ
ス
・
ス
ス
は
、
ヘ
イ
ル
の
孫
娘

ス
ー
ザ
ン
・
ヘ
イ
ル
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、

そ
の
姿
が
腹
ば
い
に
な
っ
た
裸
の
赤
ん
坊
の

絵
と
し
て
、
機
首
近
く
の
胴
体
横
に
描
か
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
ノ
ー
ズ
・
ア
ー
ト
は
爆

撃
機
に
限
ら
ず
戦
闘
機
な
ど
様
々
な
軍
用
機

に
描
か
れ
、
無
事
に
任
務
を
終
え
て
戻
れ
る

と
い
う
幸
運
の
印
し
・
マ
ス
コ
ッ
ト
で
あ
り
、

機
の
愛
称
と
も
な
っ
た
。

ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー

通
常
、
搭
乗
機
は
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
一
一
人
の
搭
乗
員
の
メ
ン

バ
ー
は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
お
り
、
機
長
の
名

を
取
っ
て
「
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
」
な
ど
と
呼

ば
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ク
ル
ー
に
は
ク

ル
ー
番
号
が
付
け
ら
れ
、
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー

の
場
合
は
六
九
番
だ
っ
た
よ
う
だ
。
一
般
に

は
、
こ
の
ク
ル
ー
単
位
で
出
撃
を
命
じ
ら
れ
、

搭
乗
機
も
任
務
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
っ
た
。

ウ
ェ
ブ
上
に
は
、
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
の
右

舷
射
手
だ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー

の
証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
は
一
九
四
四
年
に
ネ

ブ
ラ
ス
カ
州
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
で
訓
練
を
行
い
、

同
年
一
二
月
三
一
日
に
テ
ニ
ア
ン
島
に
移
動

し
、
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
は
三
五
回
の
任
務
に
出

撃
し
た
と
い
う
。

第
五
〇
四
爆
撃
群
の
三
つ
の
爆
撃
隊
の
内

第
三
九
三
爆
撃
隊
は
、
特
別
な
任
務
で
米
本

国
に
配
置
換
え
さ
れ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
第

五
〇
四
爆
撃
群
は
二
爆
撃
隊
で
任
務
に
就
い

て
い
た
。
第
三
九
三
爆
撃
隊
は
、
日
本
に
原

子
爆
弾
を
投
下
す
る
た
め
に
編
成
さ
れ
た
第

五
〇
九
爆
撃
群
の
中
核
部
隊
と
な
っ
た
。

三
月
末
か
ら
、
第
五
〇
四
爆
撃
群
は
第
三

一
三
爆
撃
団
の
一
員
と
し
て
、
日
本
の
港
湾

や
航
路
を
封
鎖
す
る
た
め
の
機
雷
投
下
作
戦

（「
飢
餓
作
戦
」）
に
参
加
し
た
。
や
が
て
六

月
に
な
っ
て
第
六
八
〇
爆
撃
隊
が
加
わ
っ
て
、

通
常
の
三
爆
撃
隊
の
編
成
に
戻
っ
た
。

ヘ
イ
ル
・
ク
ル
ー
の
搭
乗
機
は
、
期
日
は

わ
か
ら
な
い
が
大
阪
を
爆
撃
し
た
際
（
そ
の

激
し
さ
か
ら
三
月
一
四
日
か
）、火
災
に
よ
る

激
し
い
上
昇
気
流
の
圧
力
で
機
体
に
深
刻
な

損
傷
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
機
体

が
与
え
ら
れ
、
そ
の
際
に
隊
長
機
に
指
名
さ

れ
た
と
い
う
。

最
悪
の
経
験

続
い
て
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
は
、
横
浜
で
の
最

悪
の
経
験
を
語
っ
て
い
る
。
五
月
二
九
日
の

横
浜
空
襲
の
際
、
第
五
〇
四
爆
撃
群
が
属
す

る
第
三
一
三
爆
撃
団
は
、
平
均
弾
着
点
〇
七

七
一
一
〇
の
爆
撃
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
目

標
地
点
は
、
東
神
奈
川
駅
に
当
た
る
。
部
隊

の
半
数
は
Ｍ
47
、
半
数
は
Ｍ
69
を
搭
載
し
た
。

な
お
、
昨
年
、
神
奈
川
区
子
安
の
工
事
現

場
か
ら
焼
夷
弾
数
発
が
出
て
来
た
が
、
大
型

の
Ｍ
47
ら
し
い
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当

市
史
資
料
室
で
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。

キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
に
よ
る
と
目
標
上
空
に
到

達
し
た
頃
に
は
、
対
空
砲
火
が
非
常
に
激
し

く
な
り
、
左
翼
の
燃
料
タ
ン
ク
に
命
中
し
た
。

航
空
機
関
士
の
マ
ー
テ
ィ
ン
は
直
ぐ
に
、
燃

料
を
他
の
タ
ン
ク
に
移
す
処
置
を
と
っ
た
。

持
ち
直
し
て
爆
撃
態
勢
に
入
っ
た
と
き
、
同

じ
第
四
二
一
爆
撃
隊
の
ウ
ォ
ー
ド
機
が
エ
ン

ジ
ン
に
高
射
砲
の
直
撃
を
受
け
、
エ
ン
ジ
ン

が
吹
き
飛
ん
だ
。
ウ
ォ
ー
ド
機
は
、
旋
回
し

な
が
ら
降
下
し
て
い
き
、
搭
乗
員
の
脱
出
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
戦
後
に

な
っ
て
、
千
葉
県
大
多
喜
町
に
墜
落
し
、
搭

乗
員
全
員
が
拘
束
さ
れ
て
捕
虜
収
容
所
に
収

容
さ
れ
、無
事
帰
国
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

一
方
、
同
じ
第
五
〇
四
爆
撃
群
の
第
三
九

八
爆
撃
隊
に
属
す
る
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル
機
も
、

こ
の
日
高
射
砲
に
よ
っ
て
撃
墜
さ
れ
た
が
、

千
葉
県
木
更
津
上
空
で
空
中
爆
発
し
て
全
員

が
死
亡
し
た
。
こ
の
機
に
は
、
第
五
〇
四
爆

撃
群
指
揮
官
の
コ
ナ
リ
ー
大
佐
が
観
測
者
と

し
て
搭
乗
し
て
い
た
と
い
う
。

ミ
ス
・
ス
ス
の
最
後

五
月
二
九
日
の
横
浜
空
襲
で
は
、
計
七
機

が
未
帰
還
と
な
り
、
ウ
ォ
ー
ド
機
の
全
員
生

存
と
、
海
上
に
不
時
着
水
し
た
二
機
の
内
一

〇
人
が
救
出
さ
れ
た
他
は
、
全
員
死
亡
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
の
空
襲
で
墜
落
し
た
Ｂ
29

の
搭
乗
員
は
、
生
存
し
て
い
て
拘
束
さ
れ
て

も
、
捕
虜
で
は
な
く
無
差
別
爆
撃
の
犯
罪
者

と
し
て
処
刑
さ
れ
た
り
、
収
容
さ
れ
た
刑
務

所
な
ど
が
空
襲
を
受
け
て
死
亡
す
る
と
い
っ

た
例
も
あ
り
、
そ
の
生
存
率
は
高
く
な
い
。

横
浜
大
空
襲
に
お
け
る
Ｂ
29
の
出
撃
機
数
は

五
一
七
機
な
の
で
損
失
率
は
低
い
が
、
内
一

六
九
機
が
被
弾
し
て
損
傷
を
受
け
て
い
た
と

い
う
か
ら
そ
の
損
傷
率
は
低
く
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
高
射
砲
の
被
害
を
受
け
た
ヘ

イ
ル
・
ク
ル
ー
の
機
は
、
燃
料
漏
れ
を
起
こ

し
な
が
ら
も
何
と
か
テ
ニ
ア
ン
に
帰
投
し
た
。

そ
の
間
、
Ｐ
51
の
一
機
、
メ
リ
ー
・
ジ
ー
ン

Ⅱ
が
硫
黄
島
ま
で
並
ん
で
飛
行
し
、
見
守
っ

て
く
れ
た
と
い
う
。
基
地
に
戻
っ
て
か
ら
機

体
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
百
ヶ
所
以
上
の
穴

が
空
い
て
い
た
。
機
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た

タ
イ
ヤ
や
銃
座
と
シ
ー
ト
、
そ
し
て
プ
ロ
ペ

ラ
に
損
傷
が
見
ら
れ
た
。
キ
ャ
シ
デ
ィ
ー
に

よ
れ
ば
、
機
内
で
爆
発
し
な
か
っ
た
の
が
幸

い
だ
っ
た
と
い
う
。

機
体
は
深
刻
な
損
傷
を
受
け
た
が
、
整
備

員
た
ち
が
新
し
い
Ｂ
29
の
よ
う
に
修
復
し
、

新
し
い
乗
員
が
配
属
さ
れ
て
、
彼
ら
は
そ
の

機
の
愛
称
を
フ
ラ
イ
ン
グ
・
パ
ッ
チ
ズ
と
名

付
け
た
。
ミ
ス
・
ス
ス
は
テ
ニ
ア
ン
で
の
離

陸
失
敗
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
最
後
を
迎
え

た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
新
し
い

別
の
ミ
ス
・
ス
ス
の
機
体
が
与
え
ら
れ
た
の

か
、
事
情
は
定
か
で
は
な
い
。
テ
ニ
ア
ン
の

離
陸
失
敗
は
、
七
月
三
日
に
記
録
が
あ
る
。

六
月
以
降
も
、
マ
ー
テ
ィ
ン
や
キ
ャ
シ

デ
ィ
ー
は
任
務
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
回

を
全
う
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
ー
テ
ィ
ン

の
出
撃
で
六
月
が
一
回
の
み
と
い
う
の
は
、

五
月
二
九
日
の
機
体
損
傷
と
関
連
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
ミ
ス
・
ス
ス
は
一
八

回
の
任
務
で
終
わ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
三
五

回
の
内
相
当
数
は
別
の
機
体
で
出
撃
し
た
こ

と
に
な
る
。

な
お
、
第
五
〇
四
爆
撃
群
は
、
先
に
述
べ

た
機
雷
投
下
の
飢
餓
作
戦
と
横
浜
大
空
襲
に

よ
っ
て
、
殊
勲
部
隊
章
を
授
与
さ
れ
た
。

�

（
羽
田
博
昭
）
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